
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
放送波を受信して少なくとも音声を出力する放送受信装置において、音声多重放送の音声
モードを切り替える第１のキーと、各種選択を確定させる第２のキーとを有し、前記第１
のキーの操作による音声モードの一時的な選択状態で前記第２のキーが操作されると

ように構成されたことを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
請求項１に記載の放送受信装置において、前記第１のキーの操作後の所定時間内に前記第
２のキーが操作されると、

ように構成されたことを特徴とする放送受信装置。
【請求項３】
請求項１又は請求項２に記載の放送受信装置において、ディジタル放送波からトランスポ
ートストリームを抽出してデコードを行うディジタル放送映像生成部と、アナログ放送波
から復調した信号を出力するアナログ放送映像生成部と、を備え、前記第１のキー及び第
２のキーはディジタル放送受信時とアナログ放送受信時とにおいて共用されるように構成
されたことを特徴とする放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
この発明は、アナログ放送波やディジタル放送波を受信して少なくとも音声を出力する放
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、メ
ニュー画面の呼び出し無しで、前記第１のキーの操作により選択された音声モードを定常
的な音声モードとする設定が行われる

前記第１のキーの操作により選択された音声モードを定常的な
音声モードとする設定が行われる



送受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年のテレビ放送受信機においては、各種設定を行うためのメニュー画面表示をＯＳＤ（
オンスクリーンディスプレイ）回路を用いて実現している。このメニュー画面においては
各種の設定項目が表示され、この設定項目の一つとして音声多重放送の音声モードのなか
でどの音声モードを定常的に利用するかを確定させる項目がある。放送受信装置がアナロ
グ放送受信機であれば、利用者は、この設定項目において、ステレオ、二カ国語、モノの
いずれかを選択することになり、また、ディジタル放送受信装置であれば、メイン、サブ
－１、サブ－２、…のなかからいずれかを選択することになる。一方、放送受信装置のリ
モコン送信機にも、音声多重放送の音声モードを切り替えるキーが設けられており、この
キーを押下することで、音声モードを切り替えることができる。ただし、この切り替え状
態は一時的なものとされ、チャンネル変更やテレビＯＦＦがなされると、前記のメニュー
設定による定常的な音声モードに戻ることになる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来構成の場合、定常的な音声モードを変更するためには、再びメニュー画面を呼び
出して設定をしなおす必要がある。しかしながら、近年、メニュー項目数が格段に多くな
っており、所望の設定項目にたどり着くのに時間がかかるなど、使い勝手はあまり良くな
い。
【０００４】
この発明は、上記の事情に鑑み、簡単な操作で一時的な音声モード設定と定常的な音声モ
ード設定が行える放送受信装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
この発明の放送受信装置は、上記の課題を解決するために、放送波を受信して少なくとも
音声を出力する放送受信装置において、音声多重放送の音声モードを切り替える第１のキ
ーと、各種選択を確定させる第２のキーとを有し、前記第１のキーの操作による音声モー
ドの一時的な選択状態で前記第２のキーが操作されると当該音声モードの一時的な選択状
態がメニュー画面上の設定に相当する定常的な設定として扱われるように構成されたこと
を特徴とする。
【０００６】
上記の構成であれば、メニュー画面を呼び出さずとも、前記第１のキーと第２のキーの操
作だけで、一時的な音声モード設定と定常的な音声モード設定が行えることになる。
【０００７】
前記第１のキーの操作後の所定時間内に前記第２のキーが操作されると当該音声モードの
一時的な選択状態がメニュー画面上の設定に相当する定常的な設定として扱われるように
構成されているのがよい。また、ディジタル放送波からトランスポートストリームを抽出
してデコードを行うディジタル放送映像生成部と、アナログ放送波から復調した信号を出
力するアナログ放送映像生成部と、を備え、前記第１のキー及び第２のキーはディジタル
放送受信時とアナログ放送受信時とにおいて共用されるように構成されているのがよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施形態を図１乃至図６に基づいて説明する。図１は地上波ディジタル
放送及び地上波アナログ放送の両方を視聴できるこの実施形態の放送受信装置３０を示し
たブロック図であり、図２はリモコン送信機の外観を示した平面図であり、図３はアナロ
グ放送受信時の音声モード変更処理を示したフローチャートであり、図４はアナログ放送
受信時の音声モードの画面表示を例示した説明図であり、図５はディジタル放送受信時の
音声モード変更処理を例示した説明図であり、図６はディジタル放送受信時の音声モード
の画面表示を例示した説明図である。
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【０００９】
図１において、アンテナ１は、屋外において所定の方向に向けて配置されており、地上波
放送局から送られてくる地上放送波を受信する。
【００１０】
ディジタルチューナモジュール（この実施形態では、ＡＴＳＣ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＴＶ
　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）用とし、空中波を受信する）２は、映像・音声デ
ータを含む高周波ディジタル変調信号のうちから特定周波数の信号を取り出す。また、デ
ィジタルチューナモジュール２は、逆インタリーブ回路、誤り訂正回路などを備えること
により、選択したディジタル変調信号を復調してトランスポートストリームを出力する。
【００１１】
デマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）３は、前記トランスポートストリームを、ＭＰＥＧ２（
Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ２）のビデオストリーム、
オーディオストリーム、およびＰＳＩ／ＳＩ（Ｐｒｏｇｒａｍ　　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ／Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）等に分離復号する。
デマルチプレクサ３は、ビデオストリームとオーディオストリームをＡＶデコーダ４に供
給し、前記ＰＳＩ／ＳＩをＣＰＵ１３に供給する。オーディオストリームには、メインと
なる音声ＰＥＳの他、サブとなる音声ＰＥＳが一つ又は複数存在することがあり、どの音
声ＰＥＳを取り出すかはＣＰＵ１３の指令によって行われる。なお、前述のごとく、トラ
ンスポートストリームには複数のチャンネルが多重化されており、この中から任意のチャ
ンネルを選択するための処理は、ＰＳＩ／ＳＩから任意のチャンネルがトランスポートス
トリーム中でどのパケットＩＤで多重化されているかといったデータを取り出すことで可
能となる。また、トランスポートストリームの選定もＰＳＩ／ＳＩの情報に基づいて行う
ことができる。
【００１２】
また、デマルチプレクサ３はトランスポートストリームからプログラム・クロック基準参
照値（ＰＣＲ：Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｃｌｐｃｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　）を分離してクロッ
クジェネレータ２６に与える。クロックジェネレータ２６は前記ＰＣＲに基づいて映像の
復号に必要な基準クロック（２７ＭＨｚ）を生成する。
【００１３】
ＡＶデコーダ４は、ビデオストリームのデコードを行うビデオデコーダ、及びオーディオ
ストリームのデコードを行うオーディオデコーダを備える。ビデオデコーダは、入力され
た可変長符号を復号して量子化係数や動きベクトルを求め、逆ＤＣＴ変換や動きベクトル
に基づく動き補償制御等を行う。オーディオデコーダは、入力された符号化信号（主音声
又は一つ或いは複数の副音声の一つ）を復号して音声データを生成する。
【００１４】
セレクタ１９は、ＡＶデコーダ４から出力されたディジタル放送に基づく映像データ（そ
の同期信号を含む）又はＮＴＳＣデコーダ１８から出力されたアナログ放送に基づく映像
データ（その同期信号を含む）のいずれかを選択して映像処理回路５に与える。一方、セ
レクタ２５はアナログ信号用であり、音声信号処理回路６から出力されたアナログ音声信
号又はアナログチューナ１７から出力されたアナログ音声信号のいずれかを選択して音声
出力回路８に与える。
【００１５】
映像処理回路５は映像データ及び同期信号を受け取り、Ｄ／Ａ変換を行って映像信号（コ
ンポジット信号、コンポーネント信号等）を生成し、この映像信号を映像出力回路７に与
える。音声処理回路６はＡＶデコーダ４から出力された音声データを受け取り、Ｄ／Ａ変
換を行い、アナログ音声信号を生成する。
【００１６】
映像出力回路７及び音声出力回路８は出力抵抗や増幅器等を備えて成る。ＡＶ出力端子９
には出力部（左右音声出力端子および映像出力端子のセット）が設けられている。ＡＶ出
力端子９に接続されるモニター２４は、ブラウン管２１を駆動する偏向回路２２や高圧回
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路２３を備えた受像部、およびスピーカ２０等を備えている。
【００１７】
アナログチューナモジュール（この実施形態ではＮＴＳＣ用とする）１７は、ユーザーが
選択したチャンネルに対応する周波数の信号を選択する選局処理、及び選択した周波数の
信号を復調する処理等を行ってアナログ映像信号及びアナログ音声信号を生成する。アナ
ログ音声信号については、既知のごとく、モノ（ＭＯＮＯ）、ステレオ（ＳＴＥＲＥＯ）
、二カ国語（ＳＡＰ）が用意されている場合があり、ユーザはいずれかを任意に選択する
ことが可能である。
【００１８】
ＮＴＳＣデコーダ１８は、Ａ／Ｄ変換回路等を備えて成り、アナログチューナモジュール
１７から受け取ったアナログ映像信号をディジタル化し、前記ＡＶデコーダ４が出力する
映像データと同形式の映像データを生成すると共に同期信号を生成して前記セレクタ１９
に供給する。
【００１９】
ＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）回路１２は、メインＣＰＵ１３から出力指示され
た文字情報に基づくビットマップデータを加算器１６に出力する。加算器１６は前記ビッ
トマップデータをセレクタ１９から出力された映像データに組み込む処理を行う。ＯＳＤ
回路１２により、メニュー画面や操作ガイド画面などの表示が行われる。
【００２０】
メインＣＰＵ１３は、ディジタルチューナモジュール２に対する選局指令や有局チャンネ
ルサーチ等の制御、メモリ（ＥＥＰＲＯＭ等）１４への初期音声モード設定情報やＯＳＤ
表示用データの書込／読出の制御、デマルチプレクサ３に対する制御、ＡＶデコーダ４に
対する制御、ＯＳＤ回路１２に対する制御、セレクタ１９・２５に対する切換指令、後述
するサブＣＰＵ１５との間での通信などを行うようになっている。そして、この発明にか
かる音声モード切り替えにかかわる処理を行うようになっているが、この処理については
後で詳述する。
【００２１】
リモコン送信機１０は、当該放送受信装置３０に指令を送出するための送信機である。こ
のリモコン送信機１０は、例えば、図２の外観図に示すように、各種キーを備えている。
かかるキーを操作すると、そのキーに対応した指令を意味する信号光（リモートコントロ
ール信号）が図示しない発光部から送出される。リモコン受光器１１は、前記信号光を受
光し、これを電気信号に変換してサブＣＰＵ１５に与える。
【００２２】
サブＣＰＵ１５は、上記リモコン送信機１０によるリモートコントロール信号や図示しな
い操作部のキー操作によるコントロール信号を入力してメインＣＰＵ１３に通知する処理
やアナログチューナモジュール１７に対する制御を行う。
【００２３】
リモコン送信機１０等に対する操作内容がアナログ放送に関するものであるとき、メイン
ＣＰＵ１３は前記通知によりこれを知ってサブＣＰＵ１５に必要な処理を実行させる。
【００２４】
図３はＣＰＵ１３・１５によって行われるアナログ放送受信時の音声モード切り替え処理
を示したフローチャートである。ユーザによってリモコン送信機１０のオーディオ（ＡＵ
ＤＩＯ）キーが押下されると（ステップＳ１）、現在の音声モードをＯＳＤ回路１２を用
いて画面表示する（ステップＳ２）。この表示状態を示すと、例えば、図４に示すようで
ある。そして、前記オーディオキーが押下されて後、３秒以内に再びオーディオキーが押
下されたときには（ステップＳ３でＹＥＳ）、現在がＭＯＮＯであればＳＴＥＲＥＯ、Ｓ
ＴＥＲＥＯであればＳＡＰ、ＳＡＰであればＭＯＮＯのごとく循環的に、次の音声モード
の存在を判断する（ステップＳ４）。
【００２５】
次の音声モードが無ければ（すなわち、音声モードが一つであるときには（ステップＳ４
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でＮＯ）、その音声モードの表示状態を維持する（ステップＳ３に戻る）。一方、次の音
声モードが存在するときには（ステップＳ４でＹＥＳ）、次の音声モードを画面表示する
と共に出力される音声を次の音声モードに切り替える（ステップＳ５）。そして、ステッ
プＳ３に戻る。
【００２６】
ステップＳ３でＮＯとされたときには、前記オーディオキーが押下されて後、３秒以内に
エンター（ＥＮＴＥＲ）キーが押下されたかどうかを判断する（ステップＳ６）。エンタ
ーキーが押下されたときには（ステップＳ６でＹＥＳ）、現在の音声モードを初期設定音
声モードとして（メニュー画面上の設定に相当する定常的な選択として）メモリ１４に格
納する（ステップＳ７）。そして、ステップＳ３に戻る。一方、エンターキーが押下され
なかったときには（ステップＳ６でＮＯ）、音声モードの画面表示を消去し（ステップＳ
８）、終了する。
【００２７】
ステップＳ７を経て音声モードの選択状態が確定されたときには、当該音声モードは定常
的なものとして扱われることになり、チャンネル変更やテレビＯＦＦがなされても基本は
この音声モードとなる。そして、前記オーディオキーがユーザによって操作されれば前記
音声モードを基本としつつ一時的な音声モードの変更状態が形成される。
【００２８】
なお、音声モードとしてＳＴＥＲＥＯやＳＡＰが一時的或いは定常的に選択されている状
態で番組変更（チャンネル変更）がなされ、その番組ではＳＴＥＲＥＯやＳＡＰがないと
した場合にはＭＯＮＯに自動的に切り替わり、また、再びＳＴＥＲＥＯやＳＡＰが在る番
組に切り替わったときに、ＳＴＥＲＥＯやＳＡＰを有効とする処理を行うようにしてもよ
いものである。
【００２９】
図５はＣＰＵ１３・１５によって行われるディジタル放送受信時の音声モード切り替え処
理を示したフローチャートである。ユーザによってリモコン送信機１０のオーディオ（Ａ
ＵＤＩＯ）キーが押下されると（ステップＳ１１）、現在の音声モードをＯＳＤ回路１２
を用いて画面表示する（ステップＳ２）。この表示状態を示すと、例えば、図６に示すよ
うである。そして、前記オーディオキーが押下されて後、３秒以内に再びオーディオキー
が押下されたときには（ステップＳ１３でＹＥＳ）、現在がＭＡＩＮであればＳＵＢ－１
、ＳＵＢ－２、ＳＵＢ－３、…、ＭＡＩＮのごとくＳＵＢを経るようにして循環的に、次
の音声モードの存在を判断する（ステップＳ１４）。
【００３０】
次の音声モードが無ければ（すなわち、音声モードが一つであるときには（ステップＳ１
４でＮＯ）、その音声モードの表示状態を維持する（ステップＳ１３に戻る）。一方、次
の音声モードが存在するときには（ステップＳ１４でＹＥＳ）、次の音声モードを画面表
示すると共に出力される音声を次の音声モードに切り替える（ステップＳ１５）。そして
、ステップＳ１３に戻る。
【００３１】
ステップＳ１３でＮＯとされたときには、オーディオキーが押下されて後、３秒以内にエ
ンター（ＥＮＴＥＲ）キーが押下されたかどうかを判断する（ステップＳ１６）。エンタ
ーキーが押下されたときには（ステップＳ１６でＹＥＳ）、現在の音声モードを初期設定
音声モードとして（メニュー画面上の設定に相当する定常的な選択として）メモリ１４に
格納する（ステップＳ１７）。そして、ステップＳ１３に戻る。一方、エンターキーが押
下されなかったときには（ステップＳ１６でＮＯ）、音声モードの画面表示を消去し（ス
テップＳ１８）、終了する。
【００３２】
ステップＳ１７を経て音声モードの選択状態が確定されたときには、当該音声モードは定
常的なものとして扱われることになり、チャンネル変更やテレビＯＦＦがなされても基本
はこの音声モードとなる。そして、前記オーディオキーがユーザによって操作されれば前
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記音声モードを基本としつつ一時的な音声モードの変更状態が形成される。
【００３３】
なお、音声モードとしてＳＵＢ－１、ＳＵＢ－２、…、が一時的或いは定常的に選択され
ている状態で番組変更（チャンネル変更）がなされ、その番組ではＳＵＢ－１、ＳＵＢ－
２、…、がないとした場合にはＭＡＩＮに自動的に切り替わり、また、再びＳＵＢ－１、
ＳＵＢ－２、…、が在る番組に切り替わったときに、ＳＵＢ－１、ＳＵＢ－２、…、を有
効とする処理を行うようにしてもよいものである。
【００３４】
また、以上示した実施形態では、音声モード選択状態のエンターキーによる定常化（初期
値化）の時間範囲（音声モードの画面表示期間）を３秒としたが、この３秒に限るもので
はない。また、音声モードの画面表示期間と同一の時間とする必要はなく、例えば、音声
モードの画面表示期間の経過後において、「エンターキーを押下することで現在の音声モ
ードを確定できます」といったメッセージ画面を数秒間提示し、この期間中においてエン
ターキーの操作を有効とするようにしてもよい。また、音声モード選択状態のエンターキ
ーによる定常化（初期値化）がなされときに、その旨をユーザに伝えるメッセージ画面を
表示するようにしてもよいものである。また、アナログ放送とディジタル放送の両方を受
信できる放送受信装置を例示したが、いずれかのみ受信する放送受信装置においてもこの
発明を適用することができる。その一方、上記実施形態においては、アナログ放送とディ
ジタル放送の両方を受信できる構成とし、オーディオキー及びエンターキーはディジタル
放送受信時とアナログ放送受信時とにおいて共用される構成としたから、より使い勝手に
優れたものとなる。
【００３５】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、メニュー画面を呼び出さずとも、前記第１のキ
ーと第２のキーの操作だけで、一時的な音声モード設定と定常的な音声モード設定が行え
ることになり、使い勝手が向上するという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施形態の放送受信装置を示したブロック図である。
【図２】リモコン送信機の外観を示した平面図である。
【図３】アナログ放送受信時の音声モード変更処理を示したフローチャートである。
【図４】アナログ放送受信時の音声モードの画面表示を例示した説明図である。
【図５】ディジタル放送受信時の音声モード変更処理を例示した説明図である。
【図６】ディジタル放送受信時の音声モードの画面表示を例示した説明図である。
【符号の説明】
１　　アンテナ
２　　ディジタルチューナモジュール
３　　デマルチプレクサ
４　　ＡＶデコーダ
１２　ＯＳＤ回路
１３　メインＣＰＵ
１５　サブＣＰＵ
１６　加算器
１７　アナログチューナモジュール
１８　ＮＴＳＣデコーダ
１９　セレクタ
２５　セレクタ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 3634823 B2 2005.3.30



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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